
小
児保健三重

NEWS LETTER
vol .31

2026 WINTER

2026.2 発行

医療的ケア児と歯科

平成 23 年度末に公布・施行された「みえ歯と口腔の健康づくり条例」

が、令和 3 年に改正されました。改正のポイントの１つが「医療的ケア児」

への対応であり、「医療的ケア児、障がい者その他歯科検診等を受ける

ことが困難な者が歯科検診等を受けることができる環境を整備する」よ

う記載されています。

県内で実施された調査では、医療的ケア児の 67％が訪問看護を、57％

が訪問リハビリを受けていたのに対し、訪問歯科はわずか 11％でした。

医療的ケア児は、う蝕等に対する歯科治療を受けることが通院を含めて

容易ではありません。また、乳歯から永久歯への交換期では、誤飲・誤

嚥の可能性があることから、日頃からの口腔管理が重要です。

三重県歯科医師会では、会員を対象に「三重県における医療的ケア

児歯科医療に関するアンケート調査」を実施しました。診療依頼を受け

た歯科医院は 12.2％で、訪問先は居宅がほとんどでした。診療内容は健

診および口腔ケアが大半を占めていましたが、抜歯、う蝕治療の依頼も

20～ 30％ありました。

三重県歯科医師会では、今後の課題（患者相談窓口の整備、多職種

連携の強化、人材育成）解決に向け、小児在宅歯科医療体制整備協議会

を開催しています。この協議会には、三重県医師会、三重県小児科医会、

三重大小児 AYA がんトータルケアセンターの他、三重病院歯科、県内

の歯科衛生士会、薬剤師会、看護協会、訪問看護ステーション協議会、

三重県医療保健部健康推進課および医療推進課、こども・福祉部障がい

福祉課に委員の出席をお願いしています。

また、昨年度は県内 11 か所に設置された患者窓口となる地域口腔ケ

アステーションを周知するためのポスターやカードを作製し、関係施設

へ配布しました。

これからも皆様のお力をお借りし、小児在宅歯科医療の体制整備を

進めていきたいと考えています。ご協力をお願いします。

三重県歯科医師会副会長　福森 哲也

第 89 回三重県小児保健協会学術集会プログラム

令和 7 年 9 月 7 日
三重大学医学部構内 臨床第二講義室

Ⅰ . 三重県小児保健協会総会

Ⅱ . 一般演題	 座長 : 落合 仁 落合小児科医院

『学校が求める 5 歳児健診について』
津市藤水小学校 平松 有吾

『ひらがな獲得支援プロジェクト』
三重大学教育学部 松浦 直己

『名張市 5 歳児健診における
子ども発達支援センターと

特別支援教育との連携体制について』

なばりこどもクリニック 稲持 英樹

Ⅲ . 特別講演	 座長：平山 雅浩 三重大学大学院医学系研究科小児科学

『5 歳児健診とフォローアップ体制について』
鳥取県立総合療育センター 小枝 達也

Ⅳ . 若手委員会企画

グループディスカッション（ケース紹介・グループワーク・発表 他）

『キレる子をどのような職種と連携して支えますか？』

司会：松浦 直己 三重大学教育学部、淀谷 典子 三重大学小児科
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三重県小児保健協会　会長 平山雅浩

『小児保健三重 NEWS LETTER』の表紙を飾る写真を募集しています。
詳しくは P.6 をご参照下さい。素敵な写真をお待ちしております。
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学校が求める 5 歳児健診について

津市藤水小学校　平松 有吾

一 般 演 題
学術集会

近年、特別な配慮を必要とする児童が増加している

傾向にある。文部科学省の調査結果（令和４年１２月）

では、通常の学級に在籍し、知的発達に遅れはないも

のの、学習面又は行動面で著しい困難さを示す児童の

割合が８. ８% であるという結果が出ている。

このような状況から、通常の学級を担任する教員も

発達障がいに関しては、非常に関心が高い。特に、１

年生の担任は、新たに入学してくる児童が幼稚園・保

育所において、どのような支援を受けてきたのか、ま

た、保護者は子どもの発達に関して、園や福祉機関か

らどのような話をされてきたのか情報を求めている。

５歳児検診は、身体の発育状況に加えて、１歳半検

診、３歳児検診とは異なり、集団における立ち振る舞

いを評価し、社会的な発達の状況を把握ることにある。

こうした支援が学童期にも切れ目なくつながるよう、

５歳児検診の結果を踏まえ、就学に向けて必要な支援

を提供する体制の構築を期待する。

各地のおたより
2025 年 11 月 15 日から 26 日の 12 日間、東京 2025 デフリ

ンピックが開催されました。

今大会は 1924 年にフランスで第 1 回デフリンピックが

開催されてから 100 年目を迎える記念すべき大会であり、

日本では初めての開催となりました。

デフリンピックとはデフ（Deaf）「耳が聞こえない」と

オリンピックを合わせた言葉で国際的な「聞こえない、聞

こえにくい人のためのオリンピック」です。4 年に 1 度、

夏季と冬季大会がそれぞれ開催されます。競技では、音や

審判の合図をフラッシュランプや旗で示すなど、聴覚に障

害のある選手が安心して参加できる工夫がなされていま

す。今回は約 80 カ国から選手が集い、21 競技が実施され

ました。

三重県言語聴覚士会からは今回参加はありませんでした
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ひらがな獲得支援プロジェクト

三重大学教育学部　松浦 直己

一 般 演 題
学術集会

読み書き困難は学習障害の中核である。軽度の子

どもを含めると約 7％程度が該当すると考えられて

おり、その多くが知的な遅れがないにも関わらず、

深刻な学習遅滞を呈することが通例である。読み書

きの躓きは低学年から顕著であり、「ひらがなをた

どたどしくしか読めない」「特殊音節になると書け

ない」といった共通する徴候を示す。小学校 1 年生

でひらがなの読み書きを確実に獲得できないこと

で、全ての教科学習の基礎が未確立になり、長期的

に深刻な学習遅滞と学習意欲低下を示すことから、

三重大学と津市教育委員会および亀山市教育委員会

では、「ひらがな獲得支援プロジェクト」を推進中

である。

本プロジェクトでは読み取り検査を標準化させ、

小学校 1 年生時に 3 回実施している。6 月の評価で

支援が必要と判断された児童は、まずは家庭学習で

の教材が提供される。夏休み中に家庭での支援、2

学期以降は家庭と学校での支援が継続される。ひら

がなの読みの練習と、語彙を増やすトレーニングを

1 日 5 分程度継続することで、ほぼ全員の子どもた

ちが正確かつ流暢に読めるようになることが明らか

となった。

昨年 6 月の検査（対象児：184 名）では約 5％の

子どもたちが重度の読み書きの困難性を示したが、

今年の同時期の検査（対象児約 700 名）、同様に約

5％の児童は顕著な症状を呈していた。彼らに対し

て適切かつ適宜な支援がなければ、学力遅滞や不登

校等に発展する可能性があることを鑑みると、本プ

ロジェクトの取り組みは学術的にも実践的にも高く

評価することができよう。

が、会場の東京都の言語聴覚士会からは聴覚検査等のボラ

ンティア活動を通じて大会を支援しました。

また、三重県ゆかりの選手として注目されたのが、鈴鹿

市出身の女子テニス・菰方里菜（こもかた りな）選手です。

女子シングルス、女子ダブルス、混合ダブルスに出場し、

女子シングルスで銅メダル、女子ダブルスで金メダルとい

う見事な成果を収めました。地元選手の活躍は、県民に大

きな勇気と誇りを与えてくれました。

今回のデフリンピックを機に、三重県においてもデフス

ポーツへの理解のすそ野が広がり、障害の有無にかかわら

ず、共にスポーツを楽しみ、互いの違いを認めあうことが

きる社会実現につながることを願っています。

三重県言語聴覚士会　会長　高桑英治
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名張市 5 歳児健診における
子ども発達支援センターと特別支援教育との連携体制について

なばりこどもクリニック　稲持 英樹

一 般 演 題
学術集会
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現在三重県内では三重県方式の乳幼児健診が 40 年

前から実施されており、全国トップ体制の健診体制と

考えられるが、地域小児保健の拠点となるべき、各地

域の乳幼児健診委員会は、年々形骸化しつつあるよう

に思われる。

地域の小児保健事業を充実するためには、乳幼児健

診・園学校保健の連携が極めて重要で、5 歳児健診は

就学に向けての大切な機会である。三重県は現在、名

張市・鈴鹿市・伊勢市・紀北町で三重県医師会方式の

全対象児の５歳児健診が実施されているが、子ども家

庭庁の助成基準に適合していないため、公式には実施

率０％となっている。これは助成要件に医師の対面診

察が求められているためである。三重県方式は各地域

の健診チームの巡回健診を基に園医がと非対面でカン

ファレンスをする方式だが、現在各園では、園医健診

が年間複数回実施されており、これを事前の巡回健診

後に実施する園医健診と併用するスケジュールに調整

することで、子ども家庭庁の要件は満たされることに

なり、三重県方式が公式に助成対象となる。

各地域で 5 歳児健診が実施され、さらに乳幼児・園・

学校が連携して、途切れのない地域発達支援体制が整

備されることが必要である。
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5 歳児健診とフォローアップ体制について

鳥取県立総合療育センター　小枝 達也

特 別 演 題
学術集会

５歳児健診は、母子保健法が定める法定健診ではな

く、任意の健診という位置づけです。任意の健診の中

には公的予算措置が行われている健診（３～５か月児

健診、９・10 か月児健診など）と公的予算措置が行

われていないもの（１か月児や５歳児健診など）があ

るのですが、2023 年 12 月にこども家庭庁の補正予算

で１か月児健診と５歳児健診が公的予算の対象となり

ました。

５歳児健診は、学齢期へのつなぎとして発達に課題

のある子への気づきだけでなく、基本的生活習慣を保

護者と確認するという重要な役割があります。こども

家庭科学研究班（永光班）にて、広く小児医療を担当

する医師向けの５歳児健康診査マニュアルを作成して

います。このマニュアルを活用して 5 歳児健診が広が

り、明るく楽しく元気よく学校へ行くための健診とし

て、地域に根付くことを願っています。
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三重県小児保健協会　事務局

三重大学大学院医学系研究科　小児科学分野　〒514-8507　三重県津市江戸橋２丁目１７４番地
Tel 059-232-1111（内線 6467）　Fax 059-231-5213　E-mail  syonihoken-mie@med.mie-u.ac.jp

https://www.sv.hosp.mie-u.ac.jp/syonihoken-mie/

若手委員会企画として、第 2 回目となる今回は、

情動障害（いわゆる「キレる子」）を題材に、「多職

種と連携する」ことをテーマとして、グループで連

携図を作成していただきました。今回も多くの方々

にご参加いただき、活発なディスカッションが行わ

れましたこと、心より感謝申し上げます。

連携図の作成は決して簡単ではありませんでした

が、完成に近づくにつれ「このような職種があるの

か」「どのように連携するのが望ましいのか」といっ

た点についても話し合われ、多くの学びを得ること

ができました。また、多職種連携を進める上で、相

談支援専門員の重要性が挙げられ、相談支援事業所

子 LAB の山下ゆり子様より「相談支援専門員とは

どのような人？」についてお話しいただき、大変勉

強になりました。

本年９月の学術集会にて行う第 3 回目は、「トラ

ウマケア」をテーマにグループディスカッションを

行う予定です。皆様に協力を得ながら、今後につな

がる有意義な時間にできればと考えております。ぜ

ひお気軽にご参加していただけましたら幸いです。

小児保健三重 NEWS LETTER の 表紙 を募集します！！

《募集内容》
「小児保健三重 NEWS LETTER」の表紙にふさわしい写真として、次の事項にあて
はまるものを募集します。

1.	応募者本人が撮影した未発表の写真。正、過度な加工や合成された画像、AI で
生成された画像は対象外となります。

2.	紙面レイアウトの都合上、横写真を推奨します。
3.	デジタルデータ（JPEG または PNG）形式で提供できるもの。（A4 サイズで印

刷し、被写体が鮮明に確認できないものは採用できません。）
4.	公序良俗に反しないもの。
5.	個人や企業の宣伝につながらないもの。
6.	個人の所有物を被写体とした場合は、所有者の承諾を受けたもの。
7.	人物が特定できる場合は、被写体の承諾を受けたもの。被写体が中学生以下の

場合は、保護者の承諾を受けたもの。ただし、イベント等で多数の被写体が撮
影されている場合は、個人特定の低い風景写真とみなし、この限りではありま
せん。

《応募締切》
随時募集します。写真は採用されるまで次号以降も表紙候補となります。

《応募資格》
三重県小児保健協会員に限ります。

《応募方法》
三重県小児保健協会事務局までメールまたは郵送にてお送りください。
※外部記憶媒体は原則返却できませんのでご了承ください。

《応募上の注意》
・応募写真に関する著作権、肖像権等の権利問題が発生した場合、すべて応募者

が対処するものとします。
・応募写真は、無償で使用させていただきます。（当会が発行する刊行物、ホームペー

ジ、SNS 等への使用を含みます。）
・採用された写真は、必要に応じてトリミング処理等の加工を行う場合があります。
・応募にかかる費用は応募者の負担とします。
・採用された方の氏名、写真タイトル等を表紙に掲載します。

お気に入りの風景や思い出の写真など

ベストショットをお待ちしています！

グループディスカッション（ケース紹介・グループワーク・発表 他）

『キレる子をどのような職種と連携して支えますか？』

三重県小児保健協会若手委員会委員
三重大学医学部附属病院小児科　淀谷典子


